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№ 科⽬名
配当
年次

単位数 科⽬群
履修
区分

講義等の内容

1 基礎ゼミⅡ 1 2 基礎 必修

⼤学での学習は、単に知識を与えられるだけでなく、これまでの知識をもとに⾃ら課題を設定し、それを調査・思考し、深く探究することが重要
である。ゼミはこの授業形態の中核であって、教員と少⼈数の学⽣から構成され、テーマを決めてそれに対して調査・製作・報告・発表等を⾏
う。本科⽬は、少⼈数のゼミに別れ、各教員と共に設定したテーマについて学習する。学習を通じて、⼤学で学ぶための技法や取り組み⽅等を修
得し、課題解決のための⽅法、興味・関⼼のある事柄を探求する姿勢を⾝につける。また、少⼈数のグループ活動を含む能動的な学習⽅法を⾝に
つけ、討論や発表のスキルを修得する。

2 情報通信ネットワーク 1 2
職業
専⾨

必修

本講義では、⾼度情報社会を⽀えるネットワーク通信を実現する基礎技術と技術的特徴について、無線通信および有線通信の伝送技術や、プロト
コル階層の原理や特徴について講義する。さらに、WEBや電⼦メールなどの基本的なアプリケーションに加えて、クラウドサービスやブロック
チェーンについても講義する。これにより、ネットワーク技術の根幹を成す要素技術や、将来の変化の⽅向性についての知識を修得する。

3 データベースの基礎 1 2
職業
専⾨

必修
データを組織化して⼀括管理するデータベースについて、その基本であるリレーショナルデータベースについて、データモデル、データベース設
計、データ操作⾔語、及び、データベース管理システムの基本的な仕組みについて学ぶ。理解を深めるため、適宜、OSSのデータベース管理シス
テムを活⽤する。

4 プログラミングⅡ 1 2
職業
専⾨

必修

臨地実務実習など具体的な課題解決を独⼒で遂⾏するために必要なプログラミング思考・習慣・⾏動を⼀段階⾼いレベルで定着させる。
Python⾔語を⾃在に活⽤することで、データ分析や機械学習を含む多種多様な問題解決にアプローチするスキルが鍛えられる。本科⽬では、プロ
グラミングIにて修得した基礎スキルを伸ばして、⾝近な問題解決、⾃分のアイディア実現、企業の課題、社会の課題解決に挑戦するレベルに⾼め
る。具体的には、⽬的達成に役⽴つ⼿段として、リスト、辞書、関数、ジェネレータ、例外、クラス（メタクラス）、⾮ブロックI/Oやスレッドを
活⽤したプログラミング技術を修得し、続くWebAPI,データ分析、機械学習、最適化問題を解決するための基礎応⽤スキルにつなげる。

5 情報デザイン 1 2
職業
専⾨

必修

従来「デザイン」は、製品に⾊・形を付与するものとして認識されてきたが、現代における「デザイン」は対象や解決すべき課題の複雑化に伴
い、デザイン・シンキングや⼈間中⼼設計など、⼈間に焦点を当てたイノベーションの⽅法論として注⽬が集まっている。複雑な対象を設計する
際に、技術中⼼ではなく、⼈間の欲求・要求を中⼼に据える考え⽅である「情報デザイン」への興味・関⼼を⾼めるために、求められる背景、拡
⼤する活⽤領域（デザイン・シンキング、UXデザイン、インクルーシブデザインなど）やプロセス・⼿法などの基礎を修得する。

6 空間コンピューティング 1 2
職業
専⾨

必修

空間コンピューティングとバーチャルリアリティ（VR）の基本的な理論、技術、およびその応⽤について学びます。はじめに、空間コンピュー
ティングとVRの概要についてガイダンスを提供し、その後の単元では、基礎知識の構築、デバイスの実践的体験、そして異なる業界での実⽤例に
焦点を当てます。各授業では、教育、産業、ゲーム、映像、アートなど、多岐にわたるビジネス分野での空間コンピューティングの適⽤例を検討
します。コースの終わりには、学⽣は空間コンピューティングとVR技術の社会的影響について理解を深めます。

7 情報と経営 2 2
職業
専⾨

必修

ＩＣＴを利⽤した情報システムを、経営にいかに活⽤していくか、企業の経営に必要な情報とはなにか、それはどこにあるのか、それらをどのよ
うに活⽤し、企業の発展にどう結びつけるのか、という発想を基として、企業の内外に存在する様々なデータに基づいて判断・⾏動するデータ駆
動型経営を理解し、実⾏するために必要となる知識と技術について、インターネット業界の企業経営をケーススタディとして取り上げ、経営に反
映させる⽅法を修得する。

8 統計学 2 2
職業
専⾨

必修
膨⼤なデータを収集し分析／解析するデータサイエンスの基礎として、基本統計量、検定、推定理論など、記述統計学・推測統計学を学修し、さ
らに、回帰分析、多変量解析の基礎を学修する。
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9 API実習 2 2
職業
専⾨

必修

アプリケーションプログラミングインタフェースとは、ソフトウェアコンポーネントが互いにやりとりするのに使⽤するインタフェースの仕様で
あることについて理解したうえで、⾃分や他⼈の創ったプログラム機能を公開し共有することでプログラム開発の⽣産性を⾼めるAPI技術について
実習を通じて学修する。設計、プログラミング、実装、検証の⼀連の⼯程を通じて、体系的に実践スキルを修得することで、Web系API開発を題材
に実⽤⾯での技術課題として、セキュリティリスクと適切な対応について学修するとともに、オリジナルのAPIの設計実装に挑み、共有・相互利⽤
について体系的に学修する。

10 ICT演習（セキュリティ） 2 2
職業
専⾨

選択

セキュリティインシデントに対応するためのセキュリティ概念、ツール、対応⼿順に関連する知識やスキルを修得するとともに、セキュリティイ
ンシデントの発⽣を予防するため定期的、⽇常的に実施されるべき運⽤セキュリティ、セキュリティの脅威や脆弱性についての知識やスキルを体
系的に学修する。具体的には、ネットワークセキュリティ、コンプライアンスと運⽤セキュリティ、脅威と脆弱性、アプリケーション、データ、
ホスティングセキュリティ、アクセスコントロール、認証マネジメント、暗号化などのスキルや知識を修得する。

11 分散型台帳技術 3 2
職業
専⾨

必修

分散型台帳技術は、特定の帳簿管理者を置かずに、参加者が同じ帳簿を共有しながら、資産や権利の移転などを記録していく情報技術であること
について理解する。分散型台帳技術は、デジタル・データを⽤いつつ、これを「分散型」の仕組みで処理することについて、代表的な技術である
ブロックチェーンの仕組み・技術を学修し、将来の利活⽤に向け技術的課題や今後急拡⼤する分散型志向の設計と制作を実践的に学修する。

12 データベース演習 2 2
職業
専⾨

必修
データベースの基礎で修得した基礎知識を基に、データベースの構造及び管理・運⽤について単元毎に実際のシステムを操作しながら具体的技術
を習得するとともに、データベース管理ステムの基本的操作法を習得することにより、⾼度な情報⼈材となるために必要なデータベース分野の技
術を体系的に修得する。

13 ICT演習（データベーススペシャリスト） 4 2
職業
専⾨

選択

データ資源、及びデータベースを企画・要件定義・開発・運⽤・保守する業務に従事し、次の役割を果たす際に必要となるスキルと知識を体系的
に学修する。①データ管理者として、情報システム全体のデータ資源を管理する。②データベースシステムに対する要求を分析し、効率性・信頼
性・安全性を考慮した企画・要件定義・開発・運⽤・保守を実施する。③個別システム開発の企画・要件定義・開発・運⽤・保守において、デー
タベース関連の技術⽀援を実施する。

14 システム開発技術 2 2
職業
専⾨

選択

多数のコンピュータ、スマートデバイスで稼働する多機能な業務システムの設計を、ネットワークの活⽤も含め学修する。また対象業務の分析や
要件定義、外部設計など、システム開発の⼯程に係わる者、いわゆるシステムエンジニアを対象とし、業務に適したアーキテクチャ設計や全体最
適化といった概念と、各種の⼯程で必要となる設計者向けの知識・技術を修得する。

15 臨地実務実習Ⅰ 2 5
職業
専⾨

必修

専⾨職種の理解を深め、地域の企業や団体、商店街が抱える課題に主体的に取り組み、学内で⾝に付けた情報技術による課題解決策を提案するま
での過程を学修する。実習先企業の業務内容を理解し、他者と協⼒してデータの流れ（⼊⼿、加⼯、保管）から⾒える課題を把握しその解決法を
考察する。実際にデ−タの⼊⼿、保管、整理、加⼯、分析、可視化を体験することで、課題を解決して、⽣産性・効率性を向上させる計画を⽴
案・提案することで課題解決法を考察する態度と技術を理解する。

16 臨地実務実習Ⅱ 3 15
職業
専⾨

必修

臨地実務実習Ⅰの内容を踏まえ、企業内実習の事前・事後および実習中の指導を通して、専⾨職種と職業領域において理論の考察に基づいた実践
に取り組み、専⾨職種の理解を深め、地域の企業や団体、商店街が抱える課題に主体的に取り組み、学内で修得した知識・技術を活⽤し、解決策
の提案から計画、設計、実装、検証という実務の⼀連の過程を学修する。⻑期にわたる実務により、企業現場におけるさまざまな現象、実態を認
識し、経験することを通して、経済社会の課題に対して情報技術や情報⼿法を活⽤した課題解決策を実現することで、創造的な能⼒と実践的な態
度を⾝に付ける。

17 クラウド技術概論 2 2
職業
専⾨

選択

現代のICT環境として広く定着し、なお進化を続けるクラウド・コンピューティングについて、環境構築から開発運⽤のリードタイム短縮につなが
る技術の原理、とその有効活⽤⽅法を学修する。CPUやメモリのみならず、ストレージやネットワーク、アプリケーションなどの様々な機能の仮
想化技術に限らず、さまざまな⽤途やサービス、ビジネス応⽤、今後の動向についても調査し、理解を深めて、クラウド・コンピューティングの
演習・実習につながる基礎を修得する。
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18 クラウドベーシック&マーケティング 3 2
職業
専⾨

選択

Microsoft AzureやAmazon EC2など、インターネット経由の⼀般向けクラウド・コンピューティング・サービスを利活⽤したアプリケーション・
システムの開発⼿法を学修する。パブリッククラウドの適切な設定とマネジメント能⼒、独⾃設計したアプリケーションからアクセスする技術を
修得することで、⾼品質なサービスの⽣み出し⽅を学修し、マーケティングの視点から導⼊の有効性やビジネス性を確認することで、クラウド・
コンピューティング・サービスについて体系的に修得する。

19 クラウドプラットフォーム実習Ⅰ 3 2
職業
専⾨

選択
クラウド技術概論およびクラウドベーシック&マーケティングで学修した知識や技術を基とし、ケーススタディを⽤いた実習を通してクラウド・
コンピューティングに利⽤されている各種コンポーネントを理解したうえで、ユーザービリティとセキュリティを⾼い次元で両⽴したサービスモ
デルを設計・構築する。

20 クラウドプラットフォーム実習Ⅱ 4 2
職業
専⾨

選択
クラウドプラットフォーム実習Ⅰやクラウド技術概論およびクラウドセールス＆マーケティングで学修した知識や技術を基として、クラウド
ファーストアーキテクチャー、クラウドにおけるセキュリティ対策、ハイブリッドクラウドなどの実習を基にクラウドデザインパターンを学修す
る。

21 ICT演習（クラウド） 3 2
職業
専⾨

選択

クラウドの運⽤やクラウドサービスの提供など、クラウド環境で業務を実⾏するエンジニアが必要とされる、セキュアなクラウド環境の実装と、
運⽤スキルとベストプラクティスへの理解とともに、クラウドの運⽤やクラウドサービスの提供など、クラウド環境で業務を実⾏するエンジニア
が必要とされる、知識や技術を体系的に学修する。具体的には、クラウドのコンポーネントとモデル、仮想化、インフラストラクチャ、リソース
マネジメント、セキュリティ、システムマネジメント、クラウドを活⽤した事業継続などのスキルや知識を修得する。

22 IoT演習 2 2
職業
専⾨

選択

ＩｏＴ（Internet of Things）とは、従来インターネットに接続されていなかった様々なセンサー機器、駆動装置、建物、⾞、電⼦機器などのモノ
が、ネットワークを通じてサーバーやクラウドサービスに接続され、相互に情報交換をする仕組みであることについて理解するとともに、ＩｏＴ
を実現するハードウェア、アプリケーション、ネットワークと多種のインターフェースについて、ワンボードマイコンを⽤いた演習を通して学修
する。

23 IoT実習 3 2
職業
専⾨

選択

ＩｏＴ演習にて修得した、各種機器とネットワークにおいて相互に情報交換をする仕組みを基として、具体的に製造業等での利活⽤を想定し、Ｉ
ｏＴ演習より⼤規模なＩｏＴの構築・管理・検証を、実習を通して体系的に学修する。センサなどを実装した多数のデバイスをネットワークに接
続し、各デバイス・ネットワークのコントロール・マネジメントを実施し、収集したデータを分析・解析し、その結果から各デバイスが配置・設
置された環境や内容の改善するための実習を⾏う。

24 没⼊型コンピューティング実習 2 2
職業
専⾨

選択

没⼊型コンピューティングの学修内容であるハードウェア・ソフトウェア・コンテンツ各⾯の違いについて理解を基に、実際の業務・エンタテイ
ンメントでの利⽤を前提に、ユーザーの⼼理的・⾁体的負担なども考慮したコンテンツの作成を⾏う。また、仮想現実(VR)、拡張現実(AR)、複合
現実(MR)などの先端技術を総合的な学修により作成したコンテンツの発表会を⾏う。

25 ユーザエクスペリエンス 2 2
職業
専⾨

選択

ユーザエクスペリエンスとは、製品やサービスの利⽤を通じてユーザーが得る経験であり、よいユーザエクスペリエンスを達成するための理論と
プロセスや⼿法に関する知識について学修する。具体的には、ユーザエクスペリエンスデザインが求められる背景、基礎知識、ユーザエクスペリ
エンスデザインの要素と関係性、⼈間中⼼デザインプロセス、利⽤⽂脈とユーザー体験の把握、ユーザー体験のモデル化と体験価値の探索、プロ
トタイプの反復による製品・サービスの詳細化などについて、講義と演習により体系的に学修する。

26 知識表現・知識処理 2 2
職業
専⾨

必修

幅広い分野に渡る⼈⼯知能(AI)の体系および歴史を概観したうえで、その⼀つの柱である知識表現・知識処理の分野を取り上げ、記号論理、意味
ネットワーク、フレーム理論等の理論を学ぶとともに、セマンティクWEB, OWL⾔語、プロダクションシステム等の応⽤技術を、演習を交えなが
ら学ぶ。構⽂解析などの⾃然⾔語処理技術にも触れ、さらに具体的な知識表現・知識処理を学ぶための基礎⼒を養う。

27 AI実習 3 2
職業
専⾨

必修

知識表現・知識処理、統計学で習得した知識を元に、知識の表現、オントロジー技術、推論など、ＡＩの要素技術について、実社会において⽣成
されたデータセットを活⽤して、データやプログラム・アプリケーションを作成する実習を通して技術・知識を習得する。具体的には、RDFや
XMLを⽤いた知識表現、ウェブ・オントロジー⾔語ユースケース、共通辞書の活⽤、SPARQLによる検索などを⾏う。
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28 マシンラーニング 3 2
職業
専⾨

選択

マシンラーニング（機械学習）とは、⼈⼯知能における研究課題の⼀つで、⼈間が⾃然に⾏っている学習能⼒と同様の機能を、コンピュータで実
現しようとする技術・⼿法であることについて理解するとともに、AI技術の⼀つであるマシンラーニングについて、演習を通して学修する。ま
た、マシンラーニングによる特徴表現学習についての理解を深めると同時に、Linux・Python・オープンソースなどを⽤いて、⾃ら実⾏環境の設
計・構築を⾏えるスキルを修得する。

29 マシンラーニング実習 4 2
職業
専⾨

選択

マシンラーニングの内容を踏まえ、商⽤分野におけるアプリケーションに、機械学習がどのように利⽤されているかを理解するとともに、本格的
なAIアプリケーションに必要とされる⼤規模ニューラルネットワークの実装とその応⽤法を理解する。主に、⼤規模深層学習、⾳声認識、⾃然⾔
語処理、その他AI活⽤などの実アプリケーションの実装を通し、⾃ら実⾏環境の設計・構築を⾏えるスキルを養成する。

30 ICT演習（マシンラーニング） 4 2
職業
専⾨

選択

マシンラーニング技術の可能性と限界を正しく理解し、事業に活⽤するための知識を体系的に学修する。ディープラーニングを含むさまざまな機
械学習技術に加え、ディープラーニングをベースにしたAIの技術的発展とその社会応⽤、法制度やプライバシー、倫理⾯の問題など、⼈⼯知能、
機械学習、ディープラーニングに関する俯瞰的な理解をもつことで、経営層に対し適切な活⽤⽅針を提案し事業応⽤を可能とするような能⼒を養
成する。

31 経営学⼊⾨ 1 2 展開 必修

本科⽬では、初めて経営学を学ぶ学⽣を対象とし、経営学の⼊⾨的な知識（マーケティング、経営戦略、財務、組織）について広範かつ網羅的に
修得する。企業とは何か、経営とは何かをさまざまな側⾯から学習することによって、企業や組織の⼀員として、企業内部および関連する他社
（者）との間で起こるさまざまな事象を理解し考えることができるようになるための経営学の基礎を学ぶ。

32 マーケティング 2 2 展開 必修

現代社会の中で企業などの組織を、より良い形で運営していくには、マーケティングの発想が不可⽋となっていることの理解及び市場を起点に物
事を発想するマーケティングの基礎概念・基礎的知識を修得する。企業戦略とマーケティング・プロセス、マーケティング・リサーチと情報シス
テム、消費者の購買⾏動、企業の購買⾏動、マーケティング戦略の展開とマーケティング・ミックス、製品ライフサイクル戦略、価格設定の課題
と戦略の基本などマーケティングの基礎を修得する。

33 マーケティング実践 3 2 展開 必修

社会⼼理・消費者⾏動、およびマーケティングによって修得した、マーケティング戦略の基礎知識と⼼理学の基礎知識、社会⼼理学、認知⼼理学
などと、情報通信に関する専⾨的技術を連関させ、企業などの組織をより良い形で運営していくには、マーケティングの発想が不可⽋となってい
ることについて理解を深める。また、マーケティングの基礎概念・基礎的知識の実践⾯への適⽤とともに、マーケティングの発想法・実務的な活
⽤法を修得することで、市場を起点に物事を発想することについて理解する。

34 デザイン・シンキング実習Ⅰ 2 1 展開 必修

デザイン・シンキング概論にて修得した課題解決の各種⼿法を実践するため、少⼈数グループを作り、調査・情報収集を実施し、課題を⾒つけ、
解決策を検討・実施評価するデザイン・シンキング⼿法を特にその後の課題解決案の検討を重視して実施する。有効と考えられる解決⽅法を、ブ
レインストーミングを基本にしながら積極的に各グループ内で検討し、解決策をビジュアル化・デザイン化して発表を実施する。
（オムニバス⽅式／全15回）
（7回）
⼤学⽣への新しいサービスの提案を課題として、⽅針の検討から計画の⽴案、調査、検討、実⾏、提案までの⼀連の流れについて学修する。
（8回）
⼤学における新しいサービスの提案を課題として、⽅針の検討から計画の⽴案、調査、検討、実⾏、提案までの⼀連の流れについて学修する。

35 デザイン・シンキング実習Ⅱ 3 1 展開 必修

デザイン・シンキング概論およびデザイン・シンキング実習Ⅰにて修得した課題解決の各種⼿法を実践するため、少⼈数グループを作り、調査・
情報収集を実施し、課題を⾒つけ、解決策を検討・実施・評価するデザイン・シンキング⼿法について、特にその後の課題解決案の検討を重視し
て実施する。またデザイン思考に必要とされる５つのプロセス「共感」「問題定義」「アイデア創造」「プロトタイプ」「テスト」を実践し、繰
り返し体験することで、製品やサービスを完成へ導く技法を修得する。
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36 ソーシャルデザイン実習 4 2 展開 必修

１年次において学修した課題解決⼿法のひとつであるデザインシンキングの理論を基に、地域社会が抱える問題や課題に関する実際の事例にあて
はめて、課題解決のためのプラン策定実習を⾏う。なお、実習の進め⽅としてはグループワーク、グループ討議、グループ発表を中⼼に進め、発
表されたプランの中で教員・学⽣より⾼く⽀持された優秀なプランについては、実際の対象団体、⾃治体等へのプレゼンテーションも⾏う。

37 ICT活⽤総合実習 4 4 総合 必修

ＩＣＴ分野の専⾨職業⼈として、実践的かつ応⽤的な能⼒を総合的に⾼めるために、職業専⾨科⽬を中⼼に⾝につけた知識・技能を統合した総合
的な実習を⾏う。具体的には課題解決のための調査、学⽣同⼠や指導教員との議論、並びに共同作業等を通して、その解決法を考え、それを計画
的・論理的に実⾏しICTを活⽤した課題を解決する課題解決能⼒を養う。併せて、課題解決の過程・結果・結論をまとめ、グループ討議や発表を通
じて、コミュニケーション能⼒やディベート⼒、プレゼンテーション能⼒の向上を図る。

90合計単位


